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化
の
思
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三

は
じ
め
に

　
『
國
語
』
晉
語
九
に
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
。

趙

子 

難
じ
て
曰
く
「
雀
は
海
に
入
り
て
蛤
と
爲
り
、
雉
は
淮
に
入
り
て

蜃
と
爲
る
。
黿
鼉
魚
鼈
は
化
す
る
あ
た
は
ざ
る
も
の
な
し
。
唯
だ
人
の
み
能

く
せ
ず
。
哀
し
い
か
な
」
と
。
…
…（

１
）

　

こ
れ
は
人
閒
は
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
歎
く
一
文
だ
が
、
㊟
目
し
た
い

の
は
雀
や
雉
が
海
や
淮
水
に
入
っ
て
ハ
マ
グ
リ
に
化
す
る
こ
と
を
疑
う
こ
と
な
く

認
定
し
て
い
る
所
に
あ
る
。

　

さ
て
、
化
と
い
う
語
が
表
す
現
象
は
廣
範
圍
に
及
ぶ
。
敎
化
・
時
勢
の
變
化
・

心
變
わ
り
・
藥
物
に
よ
る
體
質
の
變
化
等
々
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
化
は
、
先
の

『
國
語
』
に
あ
っ
た
よ
う
な
物
が

0

0

Ａ
か
ら
Ｂ
に
變
化
す
る
と
い
う
現
象
を
對
象
と

す
る（

２
）。

さ
ら
に
、
本
稿
で
論
及
す
る
化
は
、
陰
陽
五
行
說
に
よ
る
合
理
的
な
說
朙

が
强
調
さ
れ
な
い
化
、

ち
『
易
』
と
の
關
係
が
希
薄
な
も
の
を
指
す（

３
）。

主
に
民

閒
に
お
い
て
素
朴
に
信
用
さ
れ
、
語
ら
れ
て
い
た
化
が
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
、
ま
た
そ
れ
が
後
世
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
追
っ
て
み
る
。

　

ま
ず
第
一
章
で
は
、
時
令
に
見
え
る
も
の
を
手
が
か
り
に
、
化
を
定
朞
的
に
發

生
す
る
も
の
と
不
定
朞
に
發
生
す
る
も
の
と
い
う
基
準
で
考
え
る
。
續
く
第
二
章

で
は
、
政
治
レ
ベ
ル
の
時
令
に
對
す
る
も
の
と
し
て
、
民
閒
レ
ベ
ル
の
化
を
、

『
淮
南
萬
畢
術
（
以
下
『
萬
畢
』
と
略
記
）』
を
手
が
か
り
に
檢
討
す
る
。
そ
し
て
、

第
三
章
で
は
、『
論
衡
』『
列
子
』『
搜
神
記
』『
抱
朴
子
』『
玉
芝
堂
談

』『
書
隱

叢
說
』
な
ど
の
記
述
に
論
及
し
、
こ
の
種
の
化
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
語
ら

れ
て
い
っ
た
か
、
そ
の
變
遷
を
た
ど
っ
て
い
く
。
と
同
時
に
「
牛
哀
化
虎
」
の
用

例
を
檢
證
す
る
。

　

筆
者
は
近
年
淮
南
王
劉
安
撰
と
さ
れ
る
『
萬
畢
』
の
解
析
を
行
い
、
加
え
て
そ

の
拾
遺
作
業
を
行
っ
て
き
た（

４
）。

さ
ら
に
、
譯
㊟
・
拾
遺
の
作
業
で
得
ら
れ
た
知
見

に
基
づ
い
て
、「『
淮
南
萬
畢
術
』
硏
究
序
說（

５
）」

を
中
閒
報
吿
と
し
て
ま
と
め
、
本

書
を
手
が
か
り
と
し
た
古
代
の
民
閒
レ
ベ
ル
に
お
け
る
醫
學
思
想
・
化
の
思
想
・

生
活
の
知
惠
・
心
を
操
作
す
る
呪
術
等
へ
の
硏
究
の
展
開
可
能
性
を
提
示
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
流
れ
の
中
で
、「
呪
術
系
豫
防
醫
療
の
一
端
―
『
淮
南
萬
畢
術
』

解
析
試
論
―（

６
）」

に
お
い
て
中
國
古
代
呪
術
系
醫
療
の
一
端
を
朙
ら
か
に
し
た
。
本

稿
は
、
そ
の
續
編
と
し
て
化
の
思
想
を
取
り
上
げ
る
。
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ら
か
の
特
殊
な
要
因
に
よ
っ
て
發
現
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
時
令
說
か
ら
政

治
的
色
合
い
が
削
除
さ
れ
た
時
に
成
立
す
る
の
が
歲
時
記
と
言
え
る
が
、『
四
民

⺼
令
』
や
『
荊
楚
歲
時
記
』
に
は
常
の
化
は
見
ら
れ
ず
、『
玉
燭
寶
典
』
や
『
歲

時
廣
記
』
に
の
み
殘
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

一
つ
補
足
し
て
お
く
と
、
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
變
化
し
た
も
の
が
、
一
定
の
朞
閒
を
經

て
再
び
Ｂ
か
ら
Ａ
に
變
化
す
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
鷹
が
化
し
て
鳩
に
な

り
、
鳩
が
化
し
て
鷹
に
な
る
と
記
す
類
が
こ
れ
に
あ
た
る（

（1
（

。
さ
ら
に
Ａ
か
ら
Ｂ
、

Ｂ
か
ら
Ｃ
、
Ｃ
か
ら
Ｄ
と
際
限
な
く
變
化
し
續
け
る
場
合
や
、
最
終
的
に
Ａ
に
戾

る
場
合
な
ど
も
あ
る
。『
莊
子
』
や
『
列
子
』
に
そ
の
用
例
が
見
え
る
が
、
こ
れ

は
後
に
言
及
す
る
。

第
二
章
　
淮
南
萬
畢
術
に
見
え
る
化

　

本
章
で
は
『
萬
畢
』
に
見
え
る
化
を
取
り
上
げ
る（

（1
（

。
本
書
が
民
閒
レ
ベ
ル
の
事

例
を
中
心
に
載
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
に
言
及
し
た（

（1
（

。
そ
の
意
味
に
於
て
、

政
治
色
の
强
い
時
令
と
は
逆
位
置
に
あ
り
、
時
令
に
は
見
ら
れ
な
い
非
常
の
化
が

い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
問
題
と
す
る
化
の
ほ
か
、
呪
術
系
處
方
に
よ
る
心

や
體
調
の
變
化
（
心
を
操
作
す
る
呪
術（

（1
（

）、
藥
物
に
よ
る
體
調
・
體
質
の
變
化（

（1
（

、
さ

ら
に
は
天
候
の
變
化（

（2
（

に
至
る
ま
で
、
實
に
さ
ま
ざ
ま
な
用
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
當
該
の
化
の
用
例
を

三
つ
ほ
ど
示
し
て
み
た
い
。

㈠
（
文
）
蝦
蟆
は
瓜
を
得
ば
、
平0

時
に

0

0

鶉
と
爲
る
。

（
㊟
）
瓜
を
取
り
て
弁
を
去
り
、
生
き
な
が
ら
に
蝦
蟇
を
其
の
中
に
置

く
。
鶉
を
殺
し
て
血
を
以
て
瓜
に
塗
り
、
堅
く
之
を
塞
ぎ
、
東
垣

の
北
角
の
深
さ
三
尺
に
埋
む
。
其
の
平
白
に
發あ

ば

き
て
之
を
出
だ
せ

第
一
章
　
化
の
常
非
常

　

時
の
推
移
の
中
で
當
該
の
化
を
捉
え
て
い
る
の
が
時
令
で
あ
る
。
時
令
で
語
ら

れ
る
化
は
四
季
の
推
移
の
中
で
每
年
繰
り
﨤
さ
れ
る
。
時
令
の
古
い
形
を
傳
え
る

『
詩
經
』

風
・
七
⺼
や
『
管
子
』
幼
官
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
呂
氏
春
秋
』
十

二
紀
や
『
淮
南
子
』
時
則
訓
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
化
が
あ
る
。
冐
頭
で
示
し
た

雀
と
雉
の
化
も
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。

　
『
淮
南
子
』
時
則
訓
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。

⑴
（
仲
春
）
鷹 

化
し
て
鳩
と
爲
る（

７
）。（

時
則
訓
）

⑵
（
季
春
）
田
鼠 

化
し
て

と
爲
る（

８
）。（

時
則
訓
）

⑶
（
季
夏
）
腐
草 

化
し
て

と
爲
る（

９
）。（

時
則
訓
）

⑷
（
季
秋
）
賓
雀 

大
水
に
入
り
て
蛤
と
爲
る（

（1
（

。（
時
則
訓
）

⑸
（
孟
冬
）
雉 

大
水
に
入
り
て
蜃
と
爲
る（

（1
（

。（
時
則
訓
）

　

⑷
⑸
に
つ
い
て
は
、
同
じ
『
淮
南
子
』
の
地
形
訓
は
「
鳥
魚
は
皆
陰
よ
り
生

じ
、
陰
は
陽
に
屬
す
。
故
に
鳥
魚
は
皆
卵
生
な
り
。
魚
は
水
に
游
び
、
鳥
は
雲
に

飛
ぶ
。
故
に
立
冬
に
燕
雀
は
海
に
入
り
、
化
し
て
蛤
と
爲
る（

（1
（

」
と
述
べ
、
陰
陽
に

よ
っ
て
變
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
說
朙
し
て
い
る
。
同
樣
の
事
例
は
『
大
戴
禮
記
』

夏
小
正
や
『
禮
記
』
⺼
令
に
も
見
え
、
微
妙
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
當
時
の
時

令
に
は
等
し
く
見
ら
れ
る（

（1
（

。

　

さ
て
、
化
に
は
常
の
化
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
化
）
と
非
常
の
化
（
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な

化
）
と
が
あ
り
、
常
の
化
は
一
定
周
朞
で
繰
り
﨤
し
發
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
陰

陽
五
行
說
で
說
朙
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
時
令
に
記
さ
れ
る
化
は
常
の
も
の
で
あ

り
、
自
然
現
象
の
一
環
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
對
し
、
非
常
の
化
は
、
何
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る
を
以
て
惑
ふ
な
り
。

と
あ
り
、
上
記
し
た
㈠
と
連
記
し
た
上
で
、「
此
れ
皆
氣
に
因
り
て
作
る
。
相
感

ず
る
を
以
て
惑
ふ
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。『
法
苑
珠
林
』
が
引
く
『
萬
畢
』
が

こ
の
㈠
と
㈡
を
連
記
し
て
い
る
點
、
及
び
次
の
文
の
內
容
か
ら
推
せ
ば
、『
萬

畢
』
は
「
千
歲
」
と
「
卒
時
」
を
對
象
關
係
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
原

本
『
萬
畢
』
の
配
列
が
不
朙
で
あ
る
か
ら
「
平
時
」
と
「
卒
時
」
の
い
ず
れ
が
是

で
あ
る
の
か
は
判
別
で
き
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
『
太
平
御
覽
』
卷

九
二
四
（
羽
族
部
・
鶉
）
が
記
す
「
平
時
」
と
し
て
解
し
て
お
く
。

㈢
（
㊟
）
昔
者
、
牛
哀
は
病
む
こ
と
七
日
、
化
し
て
虎
と
爲
る
。
其
の
兄 

戶
を
諬
き
て
入
る
に
、
虎
搏
ち
て
之
を
殺
す
。
方
に
其
の
虎
た
る

や
、
其
の
嘗
て
人
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
方
に
其
の
人
た
る

や
、
其
の
且
に
虎
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り（

（2
（

。

　

葉
德
輝
は
本
條
を
（
㊟
）
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
葉
德
輝
は
「
牛
哀
化
虎
」

を
原
理
的
に
說
朙
す
る
（
文
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

本
稿
第
三
章
の
二
節
に
お
い
て
「
牛
哀
化
虎
」
に
つ
い
て
再
檢
討
す
る
の
で
、
詳

細
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
る
。

　

以
上
の
三
例
は
い
ず
れ
も
常
識
で
は
あ
り
得
な
い
化
で
あ
る
こ
と
は
先
の
時
令

の
用
例
に
等
し
い
。
こ
れ
を
『
淮
南
子
』
に
ま
で
枠
を
廣
げ
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の

數
は
增
え
る
。
そ
し
て
常
識
の
枠
內
の
化
と
枠
外
の
化
と
が
一
つ
の
文
章
に
混
在

し
て
い
る
點
に
㊟
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
說
林
訓
に
は
「
水

、

と

爲
る（

（2
（

」「
孑ボ

ウ
フ
ラ孑

、
カ

と
爲
る（

（2
（

」
に
續
け
て
「
兔
齧
、

ア
ブ

と
爲
る（

（3
（

」
と
あ
り
、「
ウ
サ

ば
、
以
て
鶉
と
爲
る（

（2
（

。

　

ガ
マ
蛙
を
鶉
に
變
化
さ
せ
る
術
で
あ
る
が
、（
文
）
に
見
え
る
「
平
時
」
と
い

う
語
に
㊟
目
し
た
い
。
こ
れ
は
時
令
說
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
な
自
然
發
生
の
常
の

化
を
人
爲
的
に
發
生
さ
せ
る
術
で
あ
る（

（2
（

。
現
存
す
る
各
⺼
令
に
「
蛙
が
鶉
に
化

す
る
」
と
い
う
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
同
樣
の
化
は
『
淮
南
子
』
齊
俗
訓
・『
列

子
』
天
瑞
篇
な
ど
に
も
見
え
、
當
時
一
般
的
な
化
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。
齊
俗
訓
で
は
「
夫
れ
蝦
蟇
の
鶉
と
爲
り
、
水ヤ

ゴ

の

と
爲
る
は
、

皆
に
生
の
其
の
類
に
非
ず
」
と
記
し
た
上
で
、「
唯
だ
聖
人
の
み
其
の
化
を
知

る
」
と
あ
り
、
聖
人
の
み
が
こ
の
種
の
化
を
理
解
し
得
る
と
し
て
い
る（

（2
（

。
化
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
と
、
化
を
爲
し
得
る
こ
と
を
區
別
し
た
上
で
の

記
述
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
次
に
言
及
す
る
『
法
苑
珠
林
』
十
一
が
引
用
す
る
『
萬

畢
』
は
「
平
時
」
を
「
卒
時
」
に
作
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
㈡
で
言
及
す
る
。

㈡
（
文
）
千
歲
の
羊
の
肝
は
、
化
し
て
地
宰
と
爲
る（

（2
（

。

　

本
條
は
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
化
を
列
擧
す
る
『
列
子
』
天
瑞（

（2
（

篇
及
び
『
法
苑
珠

林
』
十
一
（
六
衟
篇
・
畜
生
部

（
（2
（

）
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
歬
者
に
は
時
令
で
言
及
し

た
「
燕
の
蛤
と
爲
る
」
の
ほ
か
十
例
が
見
え
、
ま
た
後
者
に
は
、
季
桓
子
が
井
戶

を
掘
っ
て
土
罐
を
得
、
そ
の
中
に
羊
が
い
た
と
い
う
說
話
（『
國
語
』
魯
語
下
・『
史

記
』
孔
子
世
家
・『
說
苑
』
辨
物
・『
漢
書
』
五
行
志
中
之
上
な
ど
）
と
關
連
付
け
、
最

後
に『

淮
南
萬
畢
』
曰
く
「
千
歲
の
羊
の
肝
は
、
化
し
て
地
宰
と
爲
り
、
蟾
蜍
は

を
得
ば
、
卒
時
に

0

0

0

鶉
と
爲
る
」
と
。
此
れ
皆
氣
に
因
り
て
作
る
。
相
感
ず

ト
ン
ボ
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さ
ら
に
「
物
の
變
は
氣
に
隨
ふ（

（3
（

」
と
も
言
い
、
加
え
て
「
時
に
遭
ひ
て
變
化
」

し
た
り
、「
政
に
應
じ
て
變
を
爲
」
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
に
も
言
及
す
る
。
た

だ
し
、
多
樣
な
化
に
つ
い
て
例
示
し
な
が
ら
も
、「
時
に
遭
ひ
て
變
化
す
る
は
、

天
の
正
氣
・
人
の
受
く
る
所
の
眞
性
に
非
ざ
る
な
り
」「
政
に
應
じ
て
變
を
爲
す

を
政
變
と
爲
し
、
常
性
に
非
ざ
る
な
り（

（3
（

」
と
言
い
、
化
を
「
正
氣
」「
眞
性
」「
常

性
」
に
反
す
る
非
常
の
狀
態
と
す
る
點
で
は
一
貫
し
て
い
る
。

　

こ
の
王
充
よ
り
少
し
時
代
が
下
っ
て
、
張
衡
が
『
思
玄
賦
』
の
中
で
「
牛
哀
化

虎
」
に
言
及
す
る
一
節
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
。

　
（
二
）
列
子

　

次
に
ま
と
ま
っ
た
形
で
化
を
論
じ
て
い
る
の
は
『
列
子
』
天
瑞
篇（

（3
（

で
あ
る
。
先

章
の
㈡
で
示
し
た
部
分
と
は
ま
た
別
の
箇
所
に
存
す
る
。
歬
半
部
分
は
『
莊
子
』

至
樂
篇
と
重
複
し
、
後
半
が
『
列
子
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
な
っ
て
い
る
。『
莊
子
』

至
樂
篇
は
「
種
に
機
あ
り
」
に
始
ま
り
、
閒
に
多
樣
な
化
の
實
例
を
は
さ
ん
で
、

「
萬
物
は
皆
機
よ
り
出
で
て
皆
機
に
入
る
」
で
閉
じ
る（

（3
（

の
だ
が
、『
列
子
』
天
瑞
篇

で
は
多
樣
な
化
の
例
示
が
增
幅
さ
れ
、
そ
の
中
に
こ
こ
ま
で
示
し
た
化
が
い
く
つ

か
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
に
㊟
目
し
て
み
た
い
。

羊
肝
は

0

0

0

化0

し
て
地
皐
と
爲
り

0

0

0

0

0

0

0

、
馬
血
の
轉
鄰
と
爲
り
、
人
血
の
野
火
と
爲

り
、
鷂
の

と
爲
り
、

の
布
穀
と
爲
り
、
布
穀
は
久
し
く
し
て
復
鷂
と
爲

る
。
燕
の
蛤
と
爲
り

0

0

0

0

0

0

、0
田
鼠
の
鶉
と
爲
り

0

0

0

0

0

0

0

、
朽
瓜
の
魚
と
爲
り
、
老
韮
の
莧

と
爲
り
、
老

の
猨
と
爲
り
、
魚
卵
の
蟲
と
爲
る
あ
り
。

の
獸
の
自
ら
孕

ん
で
生
む
を
類
と
曰
ひ
、
河
澤
の
鳥
の
視
て
生
む
を

と
曰
ふ
。
純
雌
な
る

は
其
の
名
を
大

と
し
、
純
雄
な
る
は
其
の
名
を
穉
蜂
と
す
。
思
士
は
妻
あ

ら
ず
し
て
感
じ
、
思
女
は
夫
あ
ら
ず
し
て
孕
む
。
后
稷
は
巨
跡
に
生
ま
れ
、

ギ
が
か
じ
っ
た
草
が
ア
ブ
に
な
る
」
が
、「
ヤ
ゴ
が
ト
ン
ボ
に
な
る
」「
ボ
ウ
フ
ラ

が
カ
に
な
る
」
と
同
列
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
古
代
の
常
識
の
枠
の
廣
さ
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章
　
化
の
思
想
の
展
開

　

本
章
で
は
、
先
に
述
べ
た
化
の
思
想
が
、
後
世
ど
の
よ
う
な
形
で
繼
承
さ
れ
、

展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
追
っ
て
み
た
い
。
主
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
化
に
對

し
て
ま
と
ま
っ
た
論
說
を
見
せ
る
『
論
衡
』
無
形
篇
、『
列
子
』
天
瑞
篇
、
干
寶

『
變
化
論
』、
朙
の
徐
應
秋
撰
の
『
玉
芝
堂
談

』
所
收
の
「
女
化
爲
男
」「
人
化

異
物
」、
及
び
淸
の
袁
棟
撰
の
『
書
隱
叢
說
』
所
收
の
「
物
化
」「
化
石
」
の
諸
論

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
展
開
の
中
で
上
記
し
た
「
牛
哀
化
虎
」
が
ど
の
よ
う
な

視
點
で
語
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
も
追
っ
て
み
る
。

　
第
一
節
　
諸
書
に
見
え
る
化

　
（
一
）
論
衡

　
『
論
衡
』
無
形
篇
に
お
い
て
王
充
は
特
に
人
閒
に
つ
い
て
「
形
は
變
化
す
べ
か

ら
ず
」「
形
は
變
更
す
べ
か
ら
ず（

（3
（

」
と
い
う
主
張
を
展
開
し
、
化
は
物
の
「
常

性
」
で
は
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
化
全
體
に
つ
い
て
は
「
雨
水
暴
に
下
れ
ば
、

蟲
虵
變
化
し
、
化
し
て
魚
鼈
と
爲
る
」「
歲
⺼
推
移
す
る
や
、
氣
物
類
を
變
じ
、

蝦
蟇
は
鶉
と
爲
り
、
雀
は
蜃
蛤
と
爲
る（

（3
（

」
と
い
う
條
件
付
き
の
化
な
ど
を
擧
げ
、

こ
れ
ら
の
化
は
自
朙
の
こ
と
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
流
れ
の
中
で
『
萬
畢
』

に
も
あ
っ
た
牛
哀
の
例
を
黃
熊
に
化
し
た
鯀
と
と
も
に
例
示
す
る
ほ
か
、
張
良
に

書
を
さ
ず
け
た
老
人
が
石
に
化
し
た
の
も
同
例
と
し
て
提
示
す
る
。
年
號
や
人
名

の
入
っ
た
用
例
が
、
化
の
確
か
さ
の
證
し
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ

れ
は
後
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
く
。



化
の
思
想

七

の
パ
タ
ー
ン
に
論
及
す
る
。

⑴
數
の
至
ら
し
む
る
も
の
…
「
千
歲
之
雉
入
海
爲
蜃
」
な
ど
６
例

⑵
時
の
化
せ
し
む
る
も
の
…
「
春
分
之
日
鷹
變
爲
鳩
」
な
ど
２
例

⑶
無
知
よ
り
し
て
㊒
知
と
爲
る
も
の
…
「
腐
草
之
爲
螢
」
な
ど
２
例

⑷
血
氣
を
失
わ
ず
し
て
形
性
の
變
ず
る
も
の
…
「

之
爲

」
な
ど
２
例

　

そ
し
て
以
上
を
ま
と
め
て
「
變
に
應
じ
て
動
く
は
、
是
れ
常
に
順
ふ
な
り
」
と

言
い
、
こ
れ
が
常
の
化
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
「
妖

」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
言
及
す
る
。
こ
こ
で
は
「
氣
の
反
す
る
者
」「
氣
の
亂
る
る

者
」「
氣
の
貿
す
る
者
」
の
三
つ
を
提
示
し
、
さ
ら
に
「
牛
哀
化
虎
」
な
ど
の
三

例
を
擧
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
干
寶
は
化
を
常
と
非
常
に
分
け
、
非

常
の
方
は
人
閒
を
中
心
と
し
た
譴
責
の
類
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
朙
確

に
言
語
化
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
譴
責
の
例
が
公
牛
哀
を
は
じ
め
い
ず
れ
も
人
閒

で
あ
る
こ
と
が
そ
の
證
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
以
後
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
思
考
と

な
り
、
よ
り
朙
確
に
言
語
化
さ
れ
て
い
く
。
確
か
に
『
漢
書
』
五
行
志
下
に
は

女
が
男
に
化
し
た
例
、
男
が
女
に
化
し
た
例
が
一
つ
ず
つ
取
り
上
げ
ら
れ
、『
論

衡
』
無
形
に
も
「
時
に
或
は
男
化
し
て
女
と
爲
り
、
女
化
し
て
男
と
爲
る
は
」
と

す
る
一
說
が
あ
る
が
、「
常
性
に
非
ざ
る
な
り
」
と
い
う
に
止
ま
り
、
そ
の
持
つ

意
味
の
深
い
探
求
は
な
い
。

　

さ
ら
に
『
變
化
論
』
の
特
徵
と
し
て
補
足
し
て
お
け
ば
、
末
尾
部
に
「
萬
物
の

生
死
と
其
の
變
化
と
は
、
通
神
の
思
に
非
ず
ん
ば
、
諸
を
己
に
求
む
と
雖
も
、
惡

く
ん
ぞ
自
り
て
來
る
所
を
識
ら
ん
や
」
と
言
い
、「
聖
人
の
萬
物
の
化
を
理
む
る

者
は
、
之
を
濟と

と
の

ふ
る
に
衟
を
以
て
す
」
と
言
っ
て
、
化
が
「
通
神
の
思
」
を
修

め
た
者
や
「
性
仁
の
萬
物
の
化
を
理
む
る
者
」
の
み
が
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
る

領
域
で
あ
る
と
し
て
い
る
點
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
に
示
し
た
『
淮
南
子
』

齊
俗
訓
の
「
唯
だ
聖
人
の
み
其
の
化
を
知
る
」
と
い
う
思
考
の
延
長
上
に
あ
る
。

伊
尹
は
空
桑
に
生
ま
る
。
厥
昭
は
濕
に
生
じ
、

雞
は
酒
に
生
じ
、
羊
奚
は

不
筍
久
竹
に
比
り
て
靑
寧
を
生
じ
、
靑
寧
は
程
を
生
じ
、
程
は
馬
を
生
じ
、

馬
は
人
を
生
み
、
人
は
久
し
く
し
て
機
に
入
る
。
萬
物
皆
機
よ
り
出
で
て
、

皆
機
に
入
る
」
と
。（『
列
子
』
天
瑞
篇
）

　

こ
こ
で
は
「
羊
肝
は
化
し
て
地
皐
と
爲
る
」「
燕
の
蛤
と
爲
る
」「
田
鼠
の
鶉
と

爲
る
」
な
ど
、『
萬
畢
』
や
『
淮
南
子
』
に
も
見
え
た
化
が
存
す
る
。
ま
た
先
に

言
及
し
た
Ａ
か
ら
Ｂ
、
Ｂ
か
ら
Ａ
と
い
う
循
環
す
る
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
㊟

目
し
た
い
。
さ
ら
に
后
稷
や
伊
尹
な
ど
、
感
生
帝
說
の
範
疇
に
組
み
入
れ
ら
れ
る

も
の
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
「
機
」
と
い
う
『
莊
子
』
至

樂
篇
の
語
を
用
い
て
化
を
說
朙
す
る
。
こ
こ
に
言
う
「
機
」
と
は
、
張
湛
㊟
に
は

「
夫
れ
生
死
變
化
は
、
胡
ぞ
測
る
べ
け
ん
や
。
…
…
是
を
以
て
聖
人
は
、
生
の
常

に
は
存
せ
ず
、
死
の
永
く
は
滅
び
ざ
る
を
知
る
。
一
氣
の
變
は
、
㊜
く
所
萬
形
に

し
て
、
萬
形
變
化
す
。
而
れ
ど
も
化
せ
ざ
る
者
は
、
存
し
て
不
化
に
歸
す
。
故
に

之
を
機
と
謂
ふ（

（3
（

」
と
あ
る
。

　
（
三
）
變
化
論

　

次
に
示
す
の
は
『
搜
神
記
』
卷
一
六
所
收
の
干
寶
『
變
化
論
』
で
あ
る
。
當
該

の
文
は
『
荊
楚
歲
時
記
』（
五
⺼
・
㊟
）
で
は
『
變
化
論
』
と
し
て
、
ま
た
方
以
智

『
物
理
小
識
』
で
は
『
鬼
神
變
化
總
論
』
と
し
て
引
用
さ
れ
る（

（3
（

。

　

本
論
は
冐
頭
に
「
天
に
五
氣
あ
り
」
と
し
て
木
火
金
水
土
の
五
氣
の
性
質
を
論

じ
た
後
に
「
苟
も
此
の
氣
を
稟
く
れ
ば
、
必
ず
形
は
る
る
所
あ
り
。
苟
も
此
の
形

あ
れ
ば
、
必
ず
此
の
性
を
生
ず
」
と
ま
と
め
、
さ
ら
に
「
天
に
本
づ
く
者
は
上
に

親
し
み
、
地
に
本
づ
く
者
は
下
に
親
し
み
、
時
に
本
づ
く
者
は
旁
に
親
し
む
。
各

お
の
其
の
類
に
從
ふ
な
り
」
と
述
べ
た
上
で
、
具
體
例
を
示
し
つ
つ
、
四
つ
の
化
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時
令
說
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
人
閒
が
化
す
る（
男
が
女
に
、

女
が
男
に
化
す
る
例
も
含
む
）
と
い
う
用
例
が
、
譴
責
の
段
階
で
現
れ
始
め
、
後
世

に
お
い
て
は
そ
れ
が
第
一
の
關
心
事
と
な
り
、
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。『
玉
芝
堂
談

』
に
は
「
女
化
爲
男
」「
人
化
異
物
」
な
ど
、
ま
と
ま
っ
た
人

閒
の
化
に
關
す
る
記
述
が
存
す
る
。

　

ま
ず
「
女
化
爲
男（

（4
（

」
は
「
女
の
化
し
て
男
と
爲
る
者
」
に
始
ま
り
、「
魏
の
襄

王
十
三
年
、
魏
に
女
子
の
化
し
て
丈
夫
と
爲
る
あ
り
」
な
ど
、
歷
代
の
用
例
を
一

二
種
提
示
す
る
。
次
に
「
男
の
化
し
て
女
と
爲
る
者
あ
り
」
と
し
て
、「
哀
帝
の

建
平
中
、
豫
章
に
男
子
の
化
し
て
女
子
と
爲
る
あ
り
。
嫁
し
て
人
婦
と
爲
り
、
一

子
を
生
む
。
長
安
の
陳
鳳
言
ふ
。「
此
れ
陽
の
變
じ
て
陰
と
爲
る
。
…
…
」
と
」

な
ど
、
同
樣
の
七
種
の
用
例
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
そ
の
攝
理
と
し
て

三
說
を
提
示
す
る
。

『
化
書
』
に
曰
く
「
至
淫
の
極
は
、
男
化
し
て
女
と
爲
る
。
至
暴
の
極
は
、

人
化
し
て
虎
と
爲
る
」
と
。『
京
房
傳
』
に
曰
く
「
女
の
化
し
て
丈
夫
と
爲

る
。
茲
れ
陰
昌
に
し
て
賊
人 

主
と
爲
る
。
丈
夫
の
化
し
て
女
子
と
爲
る
。

茲
れ
陰
勝
ち
て
厥
の
咎
亂
亡
す
」
と
。
一
に
曰
く
、
男
の
化
し
て
女
と
爲
る

は
、
宮
刑
の
濫
る
れ
ば
な
り
。
女
の
化
し
て
男
と
爲
る
は
、
婦
政
の
行
は
る

れ
ば
な
り
と
。

　

こ
こ
に
引
か
れ
る
『
化
書（

（4
（

』
は
五
代
南
唐
の
譚

撰
で
、
敎
化
な
ど
も
含
む
廣

範
な
化
を
論
ず
る
一
書
で
あ
る
。
ま
た
『
京
房
傳
』、
及
び
「
一
曰
」
は
、
先
に

言
及
し
た
『
漢
書
』
五
行
志
下
が
引
く
所
の
も
の
で
も
あ
る
。

　

ま
た
「
人
化
異
物
」
で
は
「
人
の
化
し
て
異
物
と
爲
る
者
あ
り
」
と
し
て
、

「
鯀
の
黃
熊
に
化
す
」
な
ど
七
例
を
列
擧
し
た（

（4
（

上
で
、『
吳
越
春
秋
』
の
闔
閭
を
怨

　

今
一
つ
補
足
す
べ
き
は
、
同
時
代
に
仙
化
に
つ
い
て
論
じ
る
葛
洪
『
抱
朴
子
』

の
諸
篇
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
仙
化
の
爲
に
必
要
な
藥
物
の
精
製
も
そ
の
射
程
に
入

れ
れ
ば（

（3
（

、
そ
の
數
は
か
な
り
の
も
の
に
な
る
。
た
と
え
ば
「
化
爲
丹
」「
化
爲
赤

水
」「
化
爲
石
」（
以
上
金
丹
）、「
化
形
尸
解
之
仙
」（
衟
意
）、「
化
去
」（
仙
藥
）、

「
仙
化
」（
辨
問
）
な
ど
。
ま
た
黃
白
篇
な
ど
は
、
そ
の
專
論
と
言
っ
て
も
大
過
な

い
。
そ
の
中
で
合
成
さ
れ
た
仙
藥
の
效
果
が
自
然
物
の
そ
れ
と
等
し
い
こ
と
を
述

べ
る
際
に
、「
雉
は
化
し
て
蜃
と
爲
り
、
雀
は
化
し
て
蛤
と
爲
る
。
自
然
な
る
者

と
正
に
同
じ（

（4
（

」
と
記
す
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
化
と
い
う
天
が
も
た
ら
す
現
象

が
、
人
閒
に
よ
っ
て
も
爲
し
得
、
そ
の
完
成
度
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
に

㊟
目
し
て
お
き
た
い
。
第
二
章
で
言
及
し
た
人
爲
に
よ
る
天
爲
の
代
行
、

ち

「
術
」
の
延
長
上
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

                                  

　
（
四
）
玉
芝
堂
談

　

朙
末
の
徐
應
秋
の
『
玉
芝
堂
談

』
に
先
行
す
る
朙
初
の
葉
子
奇
の
『
草
木

子
』
の
卷
二
に
化
に
言
及
す
る
一
節（

（4
（

が
あ
る
の
で
、
先
に

單
に
觸
れ
て
お
こ

う
。
當
該
部
分
で
は
「
其
の
理
の
變
ず
る
者
は
、
得
て
曉
ら
か
に
す
べ
き
な
き

な
り
」
と
言
っ
た
上
で
、『
禮
記
』
⺼
令
の
「
雀
の
大
水
に
入
り
て
蛤
と
爲
る
」

を
「
羽
蟲
の
化
し
て
甲
蟲
と
爲
る
」、「
田
鼠
の
化
し
て
鴽
と
爲
る
」
を
「
毛
蟲
の

化
し
て
羽
蟲
と
爲
る
」
と
し
て
擧
げ
、
さ
ら
に
「
無
情
の
化
し
て
㊒
情
と
爲
る
」

「
㊒
情
の
化
し
て
無
情
と
爲
る
」
例
を
示
す
。
そ
し
て
「
牛
哀
化
虎
」
を
含
む
六

例
を
示
し
て
「
凢
そ
此
は
造
物
游
氣
、
變
化
紛
擾
、
得
て
測
る
べ
か
ら
ざ
る
な

り
。
其
の
常
變
の
兆
、
禎
孽
の
萠
、
各
お
の
主
と
す
る
所
あ
り
」
と
ま
と
め
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
る
「
㊒
情
」「
無
情
」
は
先
の
『
變
化
論
』
に
見
え
た
「
㊒
知
」

「
無
知
」
に
等
し
く
、
さ
ら
に
「
禎
孽
の
萠
」
と
い
う
譴
責
と
し
て
の
化
に
對
す

る
視
點
も
あ
る
。
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九

（
卷
一
三
）
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
二
篇
は
先
に
言
及
し
た
『
化
書
』
が
寶
曆
一
〇

年
（1760

）
に
和
刻
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
際
、
新
井
白
蛾
（1715

～1792

）

が
寄
せ
た
附
言
が
引
用
す
る
所
で
も
あ
る（

（4
（

。

　

ま
ず
「
物
化（

（4
（

」
に
お
い
て
は
、
冐
頭
に
「
陰
陽
變
動
の
爲
す
所
」
と
す
べ
て
の

化
の
原
因
を
一
括
し
、
以
下
化
の
形
態
を

　

１
無
情
の
㊒
情
に
化
す
…
「
腐
草
化
螢
」
な
ど
計
35
例

　

２
㊒
情
の
無
情
に
化
す
…
「
蟹
化
石
」
な
ど
計
８
例

　

３
㊒
情
の
㊒
情
に
化
す
…
「
孑
孑
化
蟁
」
な
ど
計
52
例

　

４
無
情
の
無
情
に
化
す
…
「
馬
血
化
燐
」
な
ど
計
15
例

　

５
輾
轉
し
て
相
化
す
…
「
雀
化
鴿
、
鴿
化
雀
」
な
ど
計
15
例

　

６
甚
だ
し
き
者
…
「
馬
化
人
」
な
ど
計
27
例

の
六
つ
に
分
類
し
、
總
計
152
例
を
提
示
す
る
。

　

先
の
『
搜
神
記
』
や
『
草
木
子
』
よ
り
さ
ら
に
廣
範
に
化
の
用
例
が
收
集
さ

れ
、
か
つ
そ
の
分
類
も
よ
り
精
密
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
そ
の
原

型
が
い
ず
れ
か
の
典
籍
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
集
約
し
た
も
の
と
な

っ
て
お
り
、「
無
情
化
㊒
情
」「
㊒
情
化
無
情
」「
㊒
情
化
㊒
情
」「
無
情
化
無
情
」

の
四
分
類（

（4
（

に
加
え
て
、
別
枠
と
し
て
「
輾
轉
相
化
」「
甚
者
」
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
堅
凝
化
石（

（5
（

」
で
は
「
天
地
の
閒
、
物
化
の
在
る
所
、
之
あ
り
。

而
し
て
凢
そ
物
の
石
に
化
す
る
者
は
、
更
に
纍
纍
と
し
て
絕
へ
ず
。
土
氣
堅
凝
を

以
て
す
る
は
、

ち
石
と
爲
る
の
み
」
と
言
い
、「
象
化
石
」
以
下
二
四
種
の
石

化
の
事
例
が
示
さ
れ
、
最
後
に
「
夫
れ
物
の
土
に
親
し
む
者
は
、
朽
敗
す
れ
ば
則

ち
化
し
て
土
と
爲
り
、
堅
凝
す
れ
ば
則
ち
化
し
て
石
と
爲
る
。
理 

固
よ
り
然
る

ん
で
自
殺
し
て
白
鶴
と
化
し
た
女
の
例
や
『
淮
南
子
』
の
牛
哀
の
例
な
ど
一
六
の

古
典
に
記
さ
れ
て
い
る
用
例
を
提
示
す
る
。
さ
ら
に
、
附
記
と
し
て
『
文
海
』、

附
抄
と
し
て
『
歸
雲
外
集
』『
玄
覽
』
の
文
を
提
示
す
る
が
、
本
稿
で
は
特
に

『
歸
雲
外
集
』
に
㊟
目
し
た
い（

（4
（

。

　

こ
こ
で
は

⑴
形
の
類
す
る
を
以
て
化
す
る
者
…
「
蛇
化
雉
」
な
ど
８
例

⑵
氣
の
類
す
る
を
以
て
化
す
る
者
…
「

化

」
な
ど
11
例

⑶
災
異
を
以
て
化
す
る
者
…
「
狐
化
人
」
な
ど
６
例

⑷
仙
術
を
以
て
化
す
る
者
…
「
杖
化
龍
」
な
ど
８
例

⑸
尤
も
異
聞
…
「
至
于
王
莽
時
、
五
銖
錢
化
爲
龜
兒
」
な
ど
５
例

以
上
、
５
種
38
例
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
㊟
目
す
べ
き
は
⑶
と
⑷
で
あ
ろ
う
。
⑶

の
災
異
は
天
人
相
關
に
よ
る
譴
責
と
し
て
の
化
で
あ
り
、『
漢
書
』
五
行
志
に
代

表
さ
れ
る
も
の
と
大
差
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
化
を
譴
責
も
し
く
は
豫
兆
と
し

て
捉
え
る
流
れ
が
占
い
と
結
び
つ
く
の
は
た
や
す
い
。
そ
れ
が
ま
と
ま
っ
た
形
で

記
さ
れ
た
の
が
唐
の
『
開
元
占
經
』
と
言
え
よ
う
。
こ
の
二
次
的
展
開
に
つ
い
て

は
本
稿
で
は
觸
れ
な
い
が
、『
開
元
占
經
』
に
は
化
を
譴
責
・
豫
兆
の
表
象
と
し

て
捉
え
る
事
例
が
數
多
い
。

　

そ
の
一
方
で
⑷
の
仙
術
は
朙
ら
か
に
魏
晉
南
北
朝
朞
の
反
映
と
言
え
る
。
化
に

對
す
る
從
來
の
視
點
に
新
た
な
分
類
も
加
味
さ
れ
、
文
化
的
背
景
の
變
容
と
と
も

に
、
化
の
思
想
は
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
。

　
（
五
）
書
隱
叢
說

　

最
後
に
淸
・
袁
棟
の
『
書
隱
叢
說（

（4
（

』
の
「
物
化
」（
卷
五
）
と
「
堅
凝
化
石
」
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平
廣
記
』
虎
（
卷
四
二
六
～
四
三
二
）
に
收
め
ら
れ
た
全
八
〇
話
の
ほ
と
ん
ど
が

「
人
化
虎
」
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
證
左
と
な
る
。

　

こ
こ
で
先
に
保
留
し
て
お
い
た
『
萬
畢
』
の
「
牛
哀
化
虎
」
を
（
㊟
）
と
す

る
（
文
）
の
檢
討
を
行
っ
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
『
萬
畢
』
の
（
文
）
は
殘
さ

れ
て
い
な
い
の
で
想
像
を
逞
し
く
す
る
外
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
『
淮
南

子
』
俶
眞
訓
の
「
牛
哀
化
虎
」
が
、
い
か
な
る
文
脉
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
か
を

さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
第
二
章
の
（
三
）
で
提
示
し
た
『
萬
畢
』
と
は
少
し
く
文
章
を
異
に
す
る

俶
眞
訓
の
文
を
見
て
み
よ
う
。

昔
、
公
牛
哀 

轉
病
す
る
や
、
七
日
に
し
て
化
し
て
虎
と
爲
る
。
其
の
兄
戶

を
掩ひ

ら

き
て
入
り
て
之
を
覘う

か
が

へ
ば
、
則
ち
虎
搏う

ち
て
之
を
殺
す
。
是
が
故
に

文
章
獸
と
成
り
、
爪
牙
移
易
し
、
志
と
心
と
變
じ

0

0

0

0

0

0

、0
神0

と
形
と

0

0

0

化0

す0

。
方
に

其
の
虎
た
る
や
、
其
の
嘗
て
人
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
方
に
其
の
人
た
る

や
、
其
の
且
に
虎
た
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ざ
る
な
り（

（5
（

。（
俶
眞
訓
）

　

俶
眞
訓
の
當
該
部
分
は
、『
莊
子
』
の
大
宗
師
・
齊
物
論
の
文
を
使
用
し
な
が

ら
、
人
閒
の
千
變
萬
化
（
生
老
死
な
ど
）
を
論
じ
る
と
同
時
に
、
形
神
（
身
體
と
精

神
）
に
つ
い
て
言
及
す
る
部
分
で
あ
る
。『
萬
畢
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
志

と
心
と
變
じ
、
神
と
形
と
化
す
」
の
一
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
理
由
も
こ
こ
に
あ

る
。『
萬
畢
』
全
體
の
方
向
性（

（5
（

を
考
え
れ
ば
、『
萬
畢
』
の
主
意
は
こ
こ
に
は
な
い

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。『
萬
畢
』
に
あ
っ
て
は
純
粹
に
化
の
一
端
を
提
示
し
た
と

思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
俶
眞
訓
が
そ
れ
を
篇
の
主
張
に
取
り
込
ん
だ
と
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

視
點
を
移
せ
ば
、
俶
眞
訓
で
は
「
轉
病
」
が
化
の
原
因
で
あ
る
こ
と
が
朙
記
さ

な
り
」
と
言
い
、
理
を
以
て
石
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
說
朙
し
て
い
る
。

　
（
六
）
ま
と
め

　

こ
こ
で
（
一
）
～
（
五
）
の
各
書
の
內
容
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
朙
確

に
化
の
分
類
を
提
示
し
て
い
る
の
は
『
搜
神
記
』『
歸
雲
外
集
』『
書
隱
叢
說
』
で

あ
り
、『
搜
神
記
』
に
は
「
數
の
至
ら
し
む
る
な
り
」「
時
の
化
せ
し
む
る
な
り
」

「
無
知
よ
り
化
し
て
㊒
知
と
爲
る
」
と
あ
り
、『
書
隱
叢
說
』
に
は
「
陰
陽
變
動
の

爲
す
所
」
と
し
た
上
で
、「
無
情
の
㊒
情
に
化
す
」「
㊒
情
の
無
情
に
化
す
」「
㊒

情
の
㊒
情
に
化
す
」「
無
情
の
無
情
に
化
す
」「
輾
轉
し
て
相
化
す
」「
甚
だ
し
き

者
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
に
對
し
、
獨
自
の
分
類
を
提
示
し
て
い
る
の
が
『
玉
芝
堂

談

』
が
引
く
『
歸
雲
外
集
』
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
形
の
類
す
る
を
以
て
化
す

る
者
」「
氣
の
類
す
る
を
以
て
化
す
る
者
」「
災
異
を
以
て
化
す
る
者
」「
仙
術
を

以
て
化
す
る
者
」
と
分
類
し
て
い
た
。

　

時
代
が
降
れ
ば
、
化
を
成
立
さ
せ
て
い
る
も
の
へ
の
言
及
が
少
な
く
な
り
、
化

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
博
物
と
分
類
）
へ
と
關
心
が
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
魏
晉
南
北
朝
に
は
衟
敎
や
佛
敎
の
影
響
も
受
け
つ
つ
、
化
の
主
體

に
人
閒
が
關
わ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
譴
責
と
し
て
の
化
に
つ
い

て
も
同
樣
で
あ
る
。
唯
一
變
わ
ら
な
い
點
と
し
て
、
化
が
自
朙
な
こ
と
と
し
て
語

ら
れ
て
い
る
點
、

ち
化
自
體
へ
の
疑
い
は
さ
し
は
さ
ま
れ
な
い
點
を
擧
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
第
二
節
　
牛
哀
化
虎
に
つ
い
て

　

で
は
、
歬
節
の
流
れ
を
「
牛
哀
化
虎
」
の
用
例
で
追
っ
て
み
よ
う
。
牛
哀
の
用

例
は
『
莊
子
』『
淮
南
子
』『
萬
畢
』『
搜
神
記
』
に
見
え
る
ほ
か
、
こ
れ
を
「
人

化
虎
」
の
レ
ベ
ル
に
廣
げ
れ
ば
、
そ
の
例
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
。
た
と
え
ば
『
太



化
の
思
想

一
一

素
が
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
槪
ね
「
人
化

虎
」
の
實
例
と
し
て
引
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
際
立
っ
た
特
徵
を
以
て
論

じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
た
と
え
ば
『
玉
芝
堂
談

』
卷
一
〇
に
は
「
牛
哀

化
虎
」
と
題
す
る
條
が
あ
る
が
、
牛
哀
は
冐
頭
に
虎
に
化
し
た
人
の
實
例
と
し
て

そ
の
名
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
以
下
は
各
書
が
載
せ
る
用
例
の
羅
列
と
な
っ
て
い

る
。

　

先
に
言
及
し
た
『
太
平
廣
記
』
に
少
し
く
言
及
し
て
お
く
と
、
こ
こ
に
は
譴
責

と
し
て
虎
に
化
し
た
と
す
る
吳
衟
宗
・
費
忠
・
藺
庭
雍（

（5
（

や
、
病
に
よ
っ
て
虎
に
化

し
た
師
衟
宣
・

州
佐
史
・
李
徵（

（5
（

な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
虎
皮
を
ま
と
う

こ
と
に
よ
る
術
的
化
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
時
令
說
に
見
え
る
化
か
ら
說
き
起
こ
し
、
民
閒
レ
ベ
ル
で
は
如
何

に
語
ら
れ
て
い
た
か
を
『
萬
畢
』
で
檢
證
し
、
さ
ら
に
こ
の
常
と
不
常
の
化
が
後

世
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
そ
し
て
ま
と
め
ら
れ
考
え
ら
れ
て
き
た
か
を
通
覽
し
て

き
た
。

　

化
が
特
定
の
條
件
に
よ
っ
て
發
生
す
る
（
こ
の
條
件
が
伴
わ
な
け
れ
ば
變
化
し
な

い
）
と
い
う
考
え
方
は
、「
化
す
る
も
の
」
の
外
側
に
化
を
成
立
さ
せ
る
も
の
が

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
古
典
に
見
ら
れ
る
化
は
槪
ね
こ
れ
に
屬
す
る
。
そ
の
際

「
化
を
成
立
さ
せ
る
も
の
」
と
は
、
天
・
陰
陽
・
時
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
が
、
す

べ
て
同
質
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
に
對
し
て
、「
化
す
る
も
の
」
に

變
化
の
要
因
が
內
在
す
る
と
い
う
考
え
方
も
一
方
に
あ
る
。
意
志
を
伴
う
か
否
か

（
意
識
的
・
意
圖
的
で
あ
る
か
）
は
別
と
し
て
、「
化
す
る
も
の
」
自
ら
の
働
き
に
よ

っ
て
變
化
す
る
と
い
う
視
點
で
、
こ
れ
は
天
（
衟
）
が
個
體
に
內
在
す
る
か
否
か

と
い
う
問
題
と
も
連
結
し
、
判
斷
が
難
し
い
の
だ
が
、
化
を
論
じ
る
側
の
經
驗

れ
て
い
る
。
高
誘
は
「
轉
病
」
を
「
易
病
（
變
化
す
る
病
）」
と
し
た
上
で
、「
中

國
の
狂
疾
あ
る
者
は
、
發
作
の 

時
に
あ
る
が
ご
と
き
な
り
。
其
の
虎
と
爲
る
者

は
、
便
ち
還
っ
て
人
を
⻝
ふ
。
人
を
⻝
ふ
者
は
、
因
り
て
眞
虎
と
作
る
。
人
を
⻝

は
ざ
る
者
は
、
更
に
復
化
し
て
人
と
爲
る
」
と
あ
り
、
後
漢
朞
に
至
っ
て
、
人
を

⻝
え
ば
「
眞
虎
」
と
な
り
、
も
う
二
度
と
人
閒
に
は
も
ど
れ
な
い
と
い
う
新
た
な

要
素
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
張
衡
の
『
思
玄
賦
』

で
は
「
牛
哀
化
虎
」
に
言
及
し
た
後
に
「
神
逵
は
昧
く
し
て
其
れ
覆

つ
ま
び
ら
か

に
し
難

し
。
疇た

れ

か
克
く
謀

あ
き
ら
か

に
し
て
諸
に
從
は
ん
や
」
と
言
う
一
節
が
あ
り
、
本
件
を
知

り
難
く
測
り
難
い
も
の
の
例
と
し
て
用
い
て
い
る（

（5
（

。

　

さ
ら
に
『
搜
神
記
』
卷
一
二
に
は

魯
の
牛
哀
は
疾
を
得
、
七
日
に
し
て
化
し
て
虎
と
爲
る
。
形
態
變
易
し
、
爪

牙
施
し
張
る
。
其
の
兄 

戶
を
諬
き
て
入
る
や
、
搏
ち
て
之
を
⻝
ふ
。
方
に

其
の
人
た
る
や
、
其
の
將
に
虎
と
爲
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
方
に

㊒ま
た

虎
た
る
や
、
其
の
嘗
て
人
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り（

（5
（

。

と
あ
り
、『
搜
神
記
』
は
『
萬
畢
』『
淮
南
子
』
と
同
質
の
も
の
と
み
な
し
得
る
。

參
考
と
し
て
『
博
物
志
』
二
に
は

江
陵
に
猛
人
あ
り
。
能
く
化
し
て
虎
と
爲
る
。
俗
に
又
曰
く
、
虎
の
化
し
て

人
と
爲
る
と
。
好
ん
で
紫
葛
衣
を
著
け
、
足
に
踵
な
し（

（5
（

。

と
あ
り
、「
牛
哀
化
虎
」
と
は
ま
た
異
な
る
「
貙
人
」
の
用
例
だ
が
、
こ
こ
に

「
好
ん
で
紫
葛
衣
を
著
け
、
足
に
踵
な
し
」
と
い
う
化
虎
に
對
す
る
新
た
な
要
素

が
さ
ら
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
後
漢
か
ら
魏
晉
南
北
朝
朞
に
か
け
て
、
樣
々
な
要
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に
重
點
が
置
か
れ
て
い
る
。
分
類
の
仕
方
に
つ
い
て
は
『
搜
神
記
』
に
已
に
そ
の

用
例
が
見
ら
れ
た
。『
草
木
子
』『
玉
芝
堂
談

』『
書
隱
叢
說
』
な
ど
は
、
過
去

の
文
化
の
所
產
を
收
集
し
整
理
す
る
と
い
う
視
點
で
化
に
接
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
も
は
や
こ
こ
に
現
實
と
し
て
化
を
論
じ
よ
う
と
す
る
ス
タ
ン
ス
は
な
い
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
化
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
と
い
う
思
想
の
變
遷
の
大
枠
は
示

せ
た
か
と
思
う
。
た
だ
、
す
べ
て
の
㊮
料
が
捉
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
牛
哀
以
外
の
用
例
も
、
た
ど
れ
ば
ま
た
異
な
っ
た
化
の
思
想
の
展
開
が
見
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

特
に
本
稿
で
は
全
く
扱
わ
な
か
っ
た
詩
文
な
ど
に
は
、
化
す
る
こ
と
の
な
い
人

閒
が
懷
く
憧
憬
や
恐
怖
と
し
て
の
化
が
見
ら
れ
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

主
な
參
照
文
獻

　

王
聘
珍
『
大
戴
禮
記
解
詁
』（
中
華
書
局
、1983

）

　

劉
文
典
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』（
中
華
書
局
、1989

）

　

葉
德
輝
『
淮
南
萬
畢
術
』（
叢
書
集
成
續
編
所
收
『
觀
古
堂
所
著
書
』）

　

郭
慶
藩
『
莊
子
集
釋
』（
中
華
書
局
、1961

）

　

黃
喗
『
論
衡
校
釋
』（
中
華
書
局
、1990

）

　

楊
伯
峻
『
列
子
集
釋
』（
中
華
書
局
、1985

）

　

李
劍
國
『
搜
神
記
輯
校
』（
中
華
書
局
、2019

）

　

范
寧
『
博
物
志
校
證
』（
朙
文
書
局
、1981

）

　
『
大
平
廣
記
』（
中
華
書
局
、1961

）

　

葉
子
奇
『
草
木
子
』（
中
華
書
局
、2014

）

　
『
玉
芝
堂
談

』（
文
淵
閣
四
庫
全
書
）

　

袁
棟
『
書
隱
叢
說
』（
乾
隆
九
年
序
刊
、
鋤
經
樓
藏
板
）

値
が
加
算
さ
れ
て
い
く
以
歬
（
た
と
え
ば
陰
陽
五
行
說
に
よ
っ
て
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

說
朙
を
し
て
し
ま
う
以
歬
）
は
、
化
す
る
こ
と
が
素
朴
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
化
は
衟
と
一
體
化
し
た
聖
人
の
み
が
理
解
で
き
る
も

の
と
さ
れ
た
一
方
で
、
こ
れ
ら
を
人
爲
的
に
起
こ
そ
う
と
い
う
動
き
も
見
ら
れ
、

そ
れ
が
術
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
當
初
化
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
際
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
「
化
を
成
立

さ
て
い
る
も
の
」「
化
と
推
移
で
き
る
者
」
と
い
っ
た
議
論
は
、
や
が
て
影
を
ひ

そ
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
牛
哀
の
例
の
よ
う
に
、
他
の
項
目
（「
眞
虎
」「
僞
虎
」

「
紫
葛
衣
」「
無
踵
」
な
ど
）
が
付
加
さ
れ
た
り
、
化
し
た
理
由
を
倫
理
的
行
爲
の
缺

如
に
求
め
た
り
と
、
別
方
向
へ
の
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
連
動
し
て
、
魏
晉
南
北
朝
あ
た
り
を
境
に
人
閒
が
化
す
る
例
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
人
閒
は
も
と
も
と
化
す
る
者
で
は
な
い
が
故

に
、「
何
故
彼
は
化
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
が
發
生
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
答

え
と
し
て
、
つ
ま
り
化
の
要
因
と
し
て
衟
德
律
が
設
定
さ
れ
た
。
衟
德
律
へ
の
背

反
に
よ
る
化
の
發
現
と
い
う
見
方
は
、
も
と
も
と
中
國
文
化
に
も
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
佛
敎
に
よ
っ
て
顯
在
化
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
佛
罰
や
天
罰
な
ど
、
樣
々
な

要
因
で
語
ら
れ
る
罰
と
し
て
の
化
は
、
か
つ
て
時
令
說
に
見
ら
れ
た
時
閒
の
流
れ

の
中
の
、
陰
陽
五
行
說
に
よ
っ
て
合
理
的
に
說
朙
さ
れ
た
化
と
は
異
な
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
中
に
あ
る
。
化
す
る
對
象
は
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
限
り
が
あ
る
が
、

化
し
た
原
因
の
方
に
展
開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
化
の
說
朙
の
仕
方
の
多
樣

化
）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
衟
敎
の
場
合
、
衟
德
律
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
以
上
に
「
仙
化
」「
羽
化
」
の
要
素
が
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
の
反
映
と
し
て
の
「
應
報
と
し
て
の
化
」「
仙
術
に
よ
る
化
」
で
あ
っ
た
。

　

後
世
（
朙
・
淸
代
）
の
文
獻
を
ひ
も
解
け
ば
、「
Ａ
化
Ｂ
」「
Ａ
化
爲
Ｂ
」
を
羅

列
的
に
提
示
す
る
文
章
は
數
多
い
が
、
こ
こ
で
は
分
類
の
仕
方
や
博
物
學
的
記
述
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一
三

っ
て
、
淮
水
と
解
し
て
お
く
。『
本
草
綱
目
』
に
は
蜃
を
龍
の
一
種
と
す
る
說
も
見

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
禮
記
』
⺼
令
（
孟
冬
）
の
鄭
玄
㊟
「
大
蛤
を
蜃
と
曰
ふ
」

に
從
っ
て
解
し
て
お
く
。
高
誘
㊟
に
「
蜃
は
蛤
な
り
。
大
水
は
淮
な
り
。
傳
に
曰
く

「
雉 

淮
に
入
り
て
蜃
と
爲
る
」
と
」
と
あ
る
。

（
12
）　
「
鳥
魚
皆
生
於
陰
、
陰
屬
於
陽
。
故
鳥
魚
皆
卵
生
。
魚
游
于
水
、
鳥
飛
於
雲
。
故

立
冬
燕
雀
入
海
、
化
爲
蛤
。」

（
13
）　
『
大
戴
禮
記
』
夏
小
正
に
「（
正
⺼
）
鷹
則
爲
鳩
。」「（
三
⺼
）
田
鼠
化
爲

。」

「（
五
⺼
）
鳩
爲
鷹
。」「（
九
⺼
）
雀
入
于
海
爲
蛤
。
―
蓋
㊒
矣
。
非
常
入
也
。」「（
十

⺼
）
玄
雉
入
于
淮
爲
蜃
。」
と
あ
り
、『
禮
記
』
⺼
令
に
「（
仲
春
）
鷹
化
爲
鳩
。」

「（
季
春
）
田
鼠
化
爲

。」「（
季
夏
）
腐
草
爲
螢
。」「（
季
秋
）
𣝣
入
大
水
爲
蛤
。」

「（
孟
冬
）
雉
入
大
水
爲
蜃
。」
と
あ
る
。

（
14
）　
『
玉
燭
寶
典
』
で
は
『
禮
記
』
⺼
令
・『
大
戴
禮
記
』
夏
小
正
・『
周
書
』
時
則
・

『
易
通
卦
驗
』
な
ど
を
引
い
て
「
鷹
化
爲
鳩
」「
田
鼠
化
爲

」「
腐
草
爲
螢
」「
雉
入

大
水
爲
蜃
」
を
提
示
し
、『
歲
時
廣
記
』
で
は
『
禮
記
』
⺼
令
・『
周
書
』
時
則
を
引

い
て
「
鷹
化
爲
鳩
」「
田
鼠
化
爲

」「
腐
草
爲
螢
」「
雀
入
大
水
爲
蛤
」「
雉
入
大
水

爲
蜃
」
を
提
示
す
る
。

（
15
）　

た
と
え
ば
㊟（
13
）既
出
の
『
大
戴
禮
記
』
夏
小
正
に
「（
正
⺼
）
鷹
則
爲
鳩
。」

「（
五
⺼
）
鳩
爲
鷹
。」
と
あ
る
。

（
16
）　

以
下
に
示
す
『
萬
畢
』
か
ら
の
引
用
の
、（
文
）（
㊟
）
は
『
萬
畢
』
の
本
文
と
㊟

を
示
す
。
底
本
と
す
る
葉
德
輝
に
よ
る
集
本
（
叢
書
集
成
續
編
所
收
『
觀
古
堂
所
著

書
』
所
收
）
は
、（
文
）（
㊟
）
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
75
條
、（
文
）
の
み
の
も
の
20

條
、（
㊟
）
の
み
の
も
の
21
條
、
計
116
條
を
收
め
る
。
詳
細
は
㊟（
５
）既
出
の
拙
稿

を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）　

㊟（
５
）既
出
論
文
。

（
18
）　
（
六
）「
竈
之
土
不
思
故
鄕
。」、（
七
）「
赤
布
在
戶
、
婦
人
流
連
。」、（
七
九
）「
埋

髮
竈
歬
、
婦
安
夫
家
。」
な
ど
。

　

㊟
（
１
）　
「
趙

子
難
曰
、
雀
入
于
海
爲
蛤
、
雉
入
于
淮
爲
蜃
。
黿
鼉
魚
鼈
、
莫
不
能
化
。

唯
人
不
能
。
哀
夫
。」（『
國
語
』
晉
語
九
）

（
２
）　
『
莊
子
』
齊
物
論
の
「
物
化
」
は
夢
を
媒
介
と
し
て
い
る
の
で
本
稿
で
は
取
り
上

げ
な
い
。
混
同
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
物
化
」
と
い
う
語
は
使
用
し
な
い
。

（
３
）　

こ
の
化
に
つ
い
て
は
本
閒
次
彥
氏
の
「
化
に
つ
い
て
」（
中
島
隆
博
編
『
コ
ス
モ

ロ
ギ
ア
―
天
・
化
・
時
―
』
第
二
章
、
法
政
大
學
出
版
局
、
二
〇
一
五
）
に
詳
し
い
。

（
４
）　
「『
淮
南
萬
畢
術
』
譯
㊟
（
一
～
七
）」（『
東
洋
古
典
學
硏
究
』
34
～
40
、
二
〇
一

二
～
二
〇
一
五
）
及
び
「『
淮
南
萬
畢
術
』
拾
遺
（
一
～
七
）」（『
東
洋
古
典
學
硏

究
』
41
～
46
・
48
、
二
〇
一
六
～
二
〇
一
九
）。

（
5
）　
『
東
洋
古
典
學
硏
究
』
41
、
二
〇
一
六
。

（
6
）　
『
東
方
宗
敎
』
130
、
二
〇
一
七
。

（
7
）　
「
鷹
化
爲
鳩
。」
高
誘
㊟
に
「
鷹
化
し
て
鳩
と
爲
る
は
、
喙
の
正
直
に
し
て
、
鷙と

ら

へ

搏う

た
ざ
れ
ば
な
り
。
鳩
は
布
穀
と
謂
ふ
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
禮
記
』
⺼
令
・
鄭

玄
㊟
に
は
「
鳩
は
穀
を
搏う

つ
」
と
あ
る
。『
玉
燭
寶
典
』
二
⺼
に
も
「
鷹 

化
し
て
鳩

と
爲
る
」
と
あ
る
。

（
8
）　
「
田
鼠
化
爲

。」
高
誘
㊟
に
「
田
鼠
は

モ
グ
ラ

・
イ
タ
チ

・
鼠
な
り
。

は
鶉
な
り
。

靑
・
徐
に
は
之
を

と
謂
ひ
、
幽
・
冀
に
は
之
を
鶉
と
謂
ふ
な
り
」
と
あ
る
。

（
9
）　
「
腐
草
化
爲

。」
高
誘
㊟
に
「

は
馬ヤ

ス
デ

な
り
。
幽
・
冀
に
は
之
を
秦
渠
と
謂

ふ
」
と
あ
る
。

（
10
）　
「
賓
雀
入
大
水
爲
蛤
。」
高
誘
㊟
に
「
賓
雀
は
老
雀
な
り
。
人
の
堂
宇
の
閒
に
栖
宿

し
、
賓
客
の
如
き
者
な
り
。
故
に
之
を
賓
と
謂
ふ
。
大
水
は
海
水
な
り
。
傳
に
曰
く

「
雀 

海
に
入
り
て
蛤
と
爲
る
」
と
」
と
あ
る
。
許
愼
㊟
（『
太
平
御
覽
』
九
四
一
）
に

「
雀
は
屋
に
依
る
。
雀
は
本 

飛
鳥
な
り
。
陽
の
下
る
に
隨
ひ
て
藏
す
。
故
に
蛤
と
爲

る
」
と
あ
る
。
ま
た
墜
形
訓
に
も
「
立
冬
燕
雀
入
海
化
爲
蛤
。」
と
あ
る
。

（
11
）　
「
雉
入
大
水
爲
蜃
。」
高
誘
㊟
・『
禮
記
』
鄭
玄
㊟
・『
大
戴
禮
記
』
夏
小
正
に
從
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（
19
）　
（
一
六
）「
蘖
令
面
悅
。」、（
二
〇
）「
守
宮
塗
臍
、
婦
人
無
子
。」、（
七
一
）「
服

玉
如
玉
化
水
法
。」、（
七
三
）「
伏
苓
散
。
令
人
身
輕
益
氣
力
。
髮
白
更
黑
、
齒
落
更

生
、
目

復
朙
、
延
年
益
壽
、
老
而
更
少
方
。」
な
ど
。

（
20
）　
（
一
）「
桐
木
成
雲
。」、（
七
六
）「
欲
致
疾
風
、
焚
雞
羽
。」、（
七
七
）「
虎
嘯
則
谷

風
生
。」
な
ど
。

（
21
）　
（
五
八
）「
蝦
蟆
得
瓜
、
平
時
爲
鶉
。（
取
瓜
去
瓣
、
置
生
蝦
蟆
其
中
。
殺
鶉
以
血

塗
瓜
、
堅
塞
之
、
埋
東
垣
北
角
深
三
尺
。
其
平
白
發
出
之
、
以
爲
鶉
矣
。）」

（
22
）　

葉
德
輝
は
「
理
」
と
「
術
」
と
い
う
語
を
用
い
て
化
を
說
朙
し
、（
疑
似
）
科
學

的
に
化
の
衟
筋
を
理
屈
付
け
、
そ
れ
を
實
踐
す
る
こ
と
を
「
術
」
と
定
義
し
て
い
る
。

（
23
）　
「
夫
蝦
蟆
爲
鶉
、
水
蠆
爲

。
皆
生
非
其
類
、
唯0

聖0

人
知
其

0

0

0

化0

。」

（
24
）　
（
九
二
）「
千
歲
羊
肝
、
化
爲
地
宰
。」

（
25
）　

當
該
箇
所
の
全
文
は
以
下
の
通
り
。
引
用
部
分
に
は
傍
線
を
施
し
て
あ
る
（
以
下

同
じ
）。「
羊
肝
化
爲
地
皋
、
馬
血
之
爲
轉
鄰
也
、
人
血
之
爲
野
火
也
。
鷂
之
爲
鸇
、

鸇
之
爲
布
穀
、
布
穀
久
復
爲
鷂
也
。
燕
之
爲
蛤
也
、
田
鼠
之
爲
鶉
也
、
朽
瓜
之
爲
魚

也
、
老
韭
之
爲
莧
也
、
老
羭
之
爲
猨
也
、
魚
卵
之
爲
蟲
。」（『
列
子
』
天
瑞
）

（
26
）　
「
季
桓
子
穿
井
、
獲
如
土
罐
。
其
中
㊒
羊
焉
。
使
問
之
仲
尼
曰
、
吾
穿
井
而
獲

狗
、
何
耶
。
仲
尼
曰
、
以
丘
所
聞
、
羊
也
。
丘
聞
之
、
木
石
之
怪
、

。
水

中
之
怪
、
是
龍
罔
。
土
中
之
怪
、
曰
賁
羊
。『
夏
鼎
志
』
曰
、
…
…
。『
王
子
』
曰
、

…
…
。『
尸
子
』
曰
、
…
…
。『
夏
鼎
志
』
曰
、
…
…
。『
淮
南
萬
畢
』
曰
、
千
歲
羊

肝
、
化
爲
地
宰
。
蟾
蜍
得

、
卒
時
爲
鶉
。
此
皆
因
氣
作
、
以
相
感
而
惑
也
。」（『
法

苑
珠
林
』
十
一
）

（
27
）　
「
昔
者
、
牛
哀
病
七
日
、
化
而
爲
虎
。
其
兄
諬
戶
而
入
、
虎
搏
而
殺
之
。
方
其
爲

虎
、
不
知
其
嘗
爲
人
也
。
方
其
爲
人
、
不
知
其
且
爲
虎
也
。」
本
條
に
對
し
葉
德
輝

は
「（『
太
平
御
覽
』
八
百
九
十
一
。
按
此
條
本
『
淮
南
鴻
烈
解
』
俶
眞
訓
文
。『
御

覽
』
與
「
燒
角
入
山
」
一
條
連
引
、
此
稱
「
又
曰
」。
下
文
引
「
虎
嘯
則
谷
風
生
」

一
條
。
故
知
此
亦
『
萬
畢
術
』
也
。」
と
㊟
を
付
し
て
い
る
。

（
28
）　
「
水

爲

。」
高
誘
㊟
に
「
水

 

化
し
て

と
爲
る
。

は
靑
蜓
な
り
」
と
あ
る
。

（
29
）　
「
孑
孑
爲

。」
高
誘
㊟
に
「
孑
孑
は
結

な
り
。
水
中
に

蟲
に
到
る
」
と
あ
る
。

（
30
）　
「
兎
齧
爲

。」
高
誘
㊟
に
「
兔
の
噛
み
し
所
の
草
は
、
靈 

其
の
心
中
に
在
り
て
、

化
し
て

と
爲
る
」
と
あ
る
。
ま
た
「
一
說
に
兔
噛
は
蟲
の
名
な
り
」
と
あ
る
。

（
31
）　
「
形
不
可
變
化
。」「
形
不
可
變
更
。」

（
32
）　
「
雨
水
暴
下
、
蟲
虵
變
化
、
化
爲
魚
鼈
。」「
歲
⺼
推
移
、
氣
物
變
類
、
蝦
蟇
爲
鶉
、

雀
爲
蜃
蛤
。」

（
33
）　
「
物
之
變
隨
氣
。」

（
34
）　
「
遭
時
變
化
、
非
天
之
正
氣
・
人
所
受
之
眞
性
也
。」「
應
政
應
爲
變
、
爲
政
變
、

非
常
性
也
。」

（
35
）　
「
子
列
子
㊜
衞
、
⻝
於
衟
、
從
者
見
百
歲
髑
髏
、
攓
蓬
而
指
、
顧
謂
弟
子
百
豐
曰

「
唯
予
與
彼
知
而
未
嘗
生
未
嘗
死
也
。
此
過
養
乎
。
此
過
歡
乎
。
種
㊒
幾
。
若
䵷
爲

鶉
、
得
水
爲
藚
、
得
水
土
之
際
、
則
爲
䵷
蠙
之
衣
。
生
於
陵
屯
、
則
爲
陵
舄
。
陵
舄

得
鬱
栖
、
則
爲
烏
足
。
烏
足
之
根
爲
蠐
螬
、
其
葉
爲
胡
蝶
。
胡
蝶
胥
也
、
化
而
爲

蟲
、
生
竈
下
、
其
狀
若
脫
、
其
名
曰
鴝
掇
。
鴝
掇
千
日
、
化
而
爲
鳥
、
其
名
曰
乾
餘

骨
。
乾
餘
骨
之
沫
爲
斯
彌
。
斯
彌
爲
⻝
醯
頤
輅
。
⻝
醯
頤
輅
生
乎
⻝
醯
黃
軦
、
⻝
醯

黃
軦
生
乎
九
猷
。
九
猷
生
乎
瞀
芮
、
瞀
芮
生
乎
腐
蠸
。【
羊
肝
化
爲
地
皋
、
馬
血
之

爲
轉
鄰
也
、
人
血
之
爲
野
火
也
。
鷂
之
爲
鸇
、
鸇
之
爲
布
穀
、
布
穀
久
復
爲
鷂
也
。

鷰
之
爲
蛤
也
、
田
鼠
之
爲
鶉
也
、
朽
瓜
之
爲
魚
也
、
老
韭
之
爲
莧
也
。
老
羭
之
爲
猨

也
、
魚
卵
之
爲
蟲
。

之
獸
、
自
孕
而
生
、
曰
類
。
河
澤
之
鳥
、
視
而
生
、
曰
鶂
。

純
雌
其
名
大
腰
、
純
雄
其
名
稺
蜂
。
思
士
不
妻
而
感
、
思
女
不
夫
而
孕
。
后
稷
生
乎

巨
跡
、
伊
尹
生
乎
空
桑
。
厥
昭
生
乎
濕
、
醯
雞
生
乎
酒
。】
羊
奚
比
乎
不
筍
、
久
竹

生
靑
寧
、
靑
寧
生
程
、
程
生
馬
、
馬
生
人
。
人
久
入
於
機
。
萬
物
皆
出
於
機
、
皆
入

於
機
。」（『
列
子
』
天
瑞
・【　

】
內
は
『
莊
子
』
と
重
複
し
な
い
部
分
）

（
36
）　

こ
の
部
分
に
「

カ
エ
ル

の
鶉
と
爲
る
」
と
『
萬
畢
』
と
同
旨
の
文
が
見
ら
れ
、
こ
の

化
が
一
般
的
に
語
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。



化
の
思
想

一
五

（
37
）　
「
夫
生
死
變
化
、
胡
可
測
哉
。
…
…
是
以
聖
人
、
知
生
不
常
存
、
死
不
永
滅
。
一

氣
之
變
、
所
㊜
萬
形
、
萬
形
變
化
。
而
不
化
者
、
存
歸
於
不
化
。
故
謂
之
機
。」（『
列

子
』
天
瑞
・
張
湛
㊟
）

（
38
）　
「
天
㊒
五
氣
。
…
…
苟
稟
此
氣
、
必
㊒
所
形
。
苟
㊒
此
形
、
必
生
此
性
。
…
…
本

乎
天
者
親
上
、
本
乎
地
者
親
下
、
本
乎
時
者
親
旁
。
各
從
其
類
也
。
千
歲
之
雉
入
海

爲
蜃
、
百
年
之
雀
入
海
爲
蛤
。
千
歲
龜

能
與
人
語
、
千
歲
之
狐
起
爲
美
女
、
千
歲

之
蛇
斷
而
復
續
、
百
年
之
鼠
而
能
相
卜
。
數
之
至
也
。
春
分
之
日
鷹
變
爲
鳩
、
秋
分

之
日
鳩
變
爲
鷹
、
時
之
化
也
。
故
腐
草
之
爲
螢
也
、
朽
葦
之
爲
蛬
也
、
稻
之
爲

也
、
麥
之
爲
胡
蝶
也
。
羽
翼
生
焉
、
眼
目
成
焉
、
心
智
在
焉
。
此
自
無
知
化
爲
㊒

知
、
而
氣
易
也
。

之
爲

也
、
蛬
之
爲
蝦
也
、
不
失
其
血
氣
、
而
形
性
變
也
。
若

此
之
類
、
不
可
勝
論
。
應
變
而
動
、
是
爲
順
常
。
苟
錯
其
方
、
則
爲
妖

。
故
下
體

生
於
上
、
上
體
生
於
下
、
氣
之
反
者
也
。
人
生
獸
、
獸
生
人
、
氣
之
亂
者
也
。
男
化

爲
女
、
女
化
爲
男
、
氣
之
貿
者
也
。
魯
牛
哀
得
疾
七
日
化
而
爲
虎
。
形
態
變
易
、
爪

牙
施
張
。
其
兄
諬
戶
而
入
、
搏
而
⻝
之
。
方
其
爲
人
、
不
知
其
將
爲
虎
也
。
方
其
爲

虎
、
不
知
其
嘗
爲
人
也
。
…
…
從
此
觀
之
、
萬
物
之
生
死
也
、
與
其
變
化
也
、
非
通

神
之
思
、
雖
求
諸
己
、
惡
識
所
自
來
。
然
朽
草
之
爲
螢
由
乎
腐
也
、
麥
之
爲
胡
蝶
由

乎

也
。
爾
則
萬
物
之
變
、
皆
㊒
由
也
。
農
夫
止
麥
之
化
者
、

之
以
灰
、
聖
人
理

萬
物
之
化
者
、
濟
之
以
衟
。
其
與
不
然
乎
。」（『
搜
神
記
』
卷
一
六
）

（
39
）　

第
二
章
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
、『
淮
南
萬
畢
術
』
に
お
い
て
も
藥
物
關
連
の

化
は
見
ら
れ
、（
七
一
）「
服
玉
如
玉
化
水
法
（
化
玉
如
王
漿
、
稱
爲
玉
泉
。
服
之
不

老
）。」、（
八
二
）「
靑
白
得
鐵

化
爲
銅
。」、（
八
三
）「
朱
砂
爲
澒
。」
な
ど
が
そ
れ

に
あ
た
る
。

（
40
）　
「
雉
化
爲
蜃
、
雀
化
爲
蛤
。
自
然
者
正
同
。」（『
抱
朴
子
』
黃
白
）

（
41
）　
「
善
乎
賈
生
之
言
（『
史
記
』『
漢
書
』
賈
誼
傳
、『
論
衡
』
物
勢
・
自
然
な
ど
）。

曰
「
天
地
爲
爐
兮
、
造
化
爲
工
。
陰
陽
爲
炭
兮
、
萬
物
爲
銅
。」
或
化
爲
人
兮
、
又

何
足
患
。
或
化
爲
物
兮
、
又
何
足
搏
。
由
此
推
之
、
理
之
常
然
者
固
莫
論
、
其
理
之

變
者
、
莫
可
得
而
曉
也
。
如
⺼
令
「
雀
入
于
大
水
爲
蛤
」、
是
羽
蟲
化
爲
甲
蟲
也
。

「
田
鼠
化
爲
鴽
」、
是
毛
蟲
化
爲
羽
蟲
也
。
松
樹
化
爲
老
人
、
無
情
化
爲
㊒
情
也
。
婦

人

夫
化
爲
石
、
㊒
情
化
爲
無
情
也
。
牛
哀
化
爲
虎
、
江
夏
王
氏
之
母
、
浴
於
川
化

爲
黿
、
沒
於
深
淵
。
漢
末
馬
生
人
。
名
馬
異
、
亡
入
於
胡
。
後
漢
劉
聰
后
劉
氏
、
生

一
虵
一
猛
獸
。
各
傷
人
而
走
。
慕
容
燕
時
、
㊒
女
子
化
爲
男
。
宋
徽
宗
時
、
㊒
婦
人

生
鬚
度
爲
女
衟
士
。
㊒
男
子
生
子
、
蓐
母
不
能
收
。
更
七
人
而
逸
。
凢
此
者
造
物
游

氣
、
變
化
紛
擾
、
不
可
得
而
測
也
。
其
常
變
之
兆
、
禎
孽
之
萠
、
各
㊒
所
主
焉
。」

（『
草
木
子
』
鈎
玄
）

（
42
）　
「
女
化
爲
男
者
。
魏
襄
王
十
三
年
、
魏
㊒
女
子
化
爲
丈
夫
。
…
…
又
男
化
爲
女
者
。

哀
帝
建
平
中
、
豫
章
㊒
男
子
化
爲
女
子
。
嫁
爲
人
婦
、
生
一
子
。
長
安
陳
鳳
（
原
文

は
缺
と
す
る
が
『
漢
書
』
五
行
志
・
下
之
上
に
よ
っ
て
補
っ
た
）
言
「
此
陽
變
爲

陰
。
…
…
」。『
化
書
』
曰
「
至
淫
之
極
、
男
化
爲
女
。
至
暴
之
極
、
人
化
爲
虎
」。

『
京
房
傳
』
曰
「
女
之
化
爲
丈
夫
。
茲
謂
陰
昌
賊
人
爲
主
。
丈
夫
化
爲
女
子
。
茲
謂

陰
勝
厥
咎
亂
亡
」。
一
曰
「
男
化
爲
女
、
宮
刑
濫
也
。
女
化
爲
男
、
婦
政
行
也
」。」

（『
玉
芝
堂
談

』
卷
一
一
「
女
化
爲
男
」）

（
43
）　
『
化
書
』
は
衟
化
・
德
化
・
仁
化
・
⻝
化
・
檢
化
の
六
篇
よ
り
成
り
、
衟
化
の
蛇

雀
・
老
楓
の
二
章
に
當
該
の
化
に
關
す
る
記
述
が
見
え
る
。
な
お
、『
玉
芝
堂
談

』

が
引
く
當
該
部
分
は
現
行
本
に
は
見
え
な
い
。

（
44
）　
「
人
㊒
化
爲
異
物
者
。
若
鯀
化
黃
熊
、
伯
奇
爲
伯
勞
、
齊
女
爲
蝉
、
樂
浪
尉
爲
魚
、

開
朙
氏

帝
修
衟
處
西
山
而
隱
化
爲
杜
鵑
、
襃
君
化
龍
、
闔
閭
長
子
葬
畢
化
爲
白

雉
。
又
『
吳
越
春
秋
』
云
「
闔
閭
㊒
女
怨
王
自
殺
。
其
女
化
爲
白
鶴
、
舞
于
吳
市
」。

『
淮
南
子
』、
魯
㊒
公
牛
哀
病
七
日
化
虎
。
…
…
」（『
玉
芝
堂
談

』
卷
一
一
「
人
化

異
物
」）

（
45
）　
「
附
抄
。『
歸
雲
外
集
』。
蛇
化
雉
、
雉
化
蜃
、
魚
化
龍
、
田
鼠
化

、
雀
化
鴿
、

鳩
化
鷹
、
鶉
化

、
蜃
化
糓
。
此
以
形
類
化
者
也
。

化

、
茯
苓
化
龜
、
橘

化
枳
、

化

、
樹
化
牛
、
稻
化
蠶
、
蔬
化
蝶
、
腐
菌
化
蜂
、
腐
草
化
螢
、
腐
麥
化



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
六

蛾
、
朽
木
化
蝉
。
此
以
氣
類
化
者
也
。
狐
化
人
、
雌
鷄
化
雄
、

化
黿
、
星
化
肉
、

雨
化
血
、
地
化
毛
。
此
以
災
異
者
也
。
杖
化
龍
、

化
鳧
、
人
化
羊
化
鶴
、
星
化

豕
、
井
化
酒
、
几
化

、

化
犬
、
米
化
丹
。
此
以
仙
術
化
者
也
。
至
于
王
莽
時
、

五
銖
錢
化
爲
龜
兒
。
元
嘉
中
、
河
內
司
馬
元
胤
、
祭
柑
化
爲
鵞
。
桐
廬
山
中
竹
化
爲

雉
。
唐
太
和
九
年
、
鄭
㊟
篋
中
藥
化
爲
蠅
數
萬
飛
去
。
宋
元
祐
閒
、
辱
州
丹
砂
化
爲

雉
。
尤
爲
異
聞
。」（『
玉
芝
堂
談

』
卷
一
一
「
人
化
異
物
」）

（
46
）　

本
書
は
關
西
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
の
も
の
を
閱
覽
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申

し
上
げ
る
。

（
47
）　
『
譚
氏
化
書
』（
中
西
卯
兵
衞
刊
、
寶
曆
一
〇
年
）。
本
書
は
國
立
國
會
圖
書
館
の

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
閱
覽
可
。

（
48
）　
「
物
化
亦
陰
陽
變
動
之
所
爲
。
無
情
化
㊒
情
。
腐
草
化
螢
、
…
…
。
㊒
情
化
無
情
。

蟹
化
石
、
…
…
。
㊒
情
化
㊒
情
。
孑
孑
化
蟁
、
…
…
。
無
情
化
無
情
。
馬
血
化
燐
、

…
…
。
輾
轉
相
化
。
雀
化
鴿
、
…
…
。
甚
者
。
馬
化
人
、
…
…
。」（『
書
隱
叢
說
』

卷
五
「
物
化
」）

（
49
）　

㊒
情
か
ら
無
情
、
無
情
か
ら
㊒
情
の
二
分
類
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
化
書
』
衟
化

篇
の
老
楓
章
に
見
え
る
。

（
50
）　
「
天
地
閒
、
物
化
所
在
㊒
之
。
而
凢
物
之
化
石
者
、
更
纍
纍
不
絕
。
以
土
氣
堅
凝
、

爲
石
耳
。
如
象
化
石
、
…
…
夫
物
之
親
土
者
、
朽
敗
則
化
爲
土
、
堅
凝
則
化
爲

石
。
理
固
然
也
。
…
…
」（『
書
隱
叢
說
』
卷
一
三
「
堅
凝
化
石
」）

（
51
）　
「
昔
、
公
牛
哀
轉
病
也
、
七
日
化
爲
虎
。
其
兄
掩
戶
而
入
覘
之
、
則
虎
搏
而
殺
之
。

是
故
文
章
成
獸
、
爪
牙
移
易
、
志
與
心
變
、
神
與
形
化
。
方
其
爲
虎
也
、
不
知
其
嘗

爲
人
也
。
方
其
爲
人
也
、
不
知
其
且
爲
虎
也
。［
高
誘
㊟
］
轉
病
、
易
病
也
。
江
淮

之
閒
、
公
牛
氏
易
病
化
爲
虎
。
若
中
國
㊒
狂
疾
者
、
發
作
㊒
時
也
。
其
爲
虎
者
、
便

還
⻝
人
。
⻝
人
者
、
因
作
眞
虎
。
不
⻝
人
者
、
更
復
化
爲
人
。」（『
淮
南
子
』
俶
眞

訓
）

（
52
）　

筆
者
は
㊟（
５
）既
出
の
論
文
に
お
い
て
楠
山
春
樹
氏
が
「
淮
南
中
篇
と
淮
南
萬

畢
」（
秋
⺼
觀
暎
『
衟
敎
と
宗
敎
文
化
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
八
七
）。
後
に
楠
山

春
樹
『
衟
家
思
想
と
衟
敎
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
二
））
に
お
い
て
本
書
を
「
萬

象
の
生
じ
變
化
す
る
理
を
察
し
、
萬
象
を
お
の
が
意
の
ま
ま
に
操
る
術
、
そ
れ
が
萬

畢
術
の
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
意
圖
の
著
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
こ
に
語

ら
れ
る
變
化
に
つ
い
て
、
氏
は
神
仙
的
（
仙
衟
的
）
な
も
の
は
む
し
ろ
少
な
く
、
民

閒
の
ま
じ
な
い
に
類
す
る
も
の
、
呪
術
的
な
も
の
が
多
い
と
し
、「
そ
の
中
心
を
な

し
て
い
る
の
は
同
類
相
感
の
理
に
も
と
づ
く
一
種
の
呪
術
で
あ
る
」「
そ
れ
は
、
特

別
な
修
行
を
積
ん
だ
り
、
特
殊
な
生
活
環
境
の
中
に
あ
る
方
士
の
行
う
術
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
日
常
生
活
に
も
密
着
し
て
民
閒
に
行
わ
れ
て
い
た
お
ま
じ
な
い
の
類

で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
そ
し
て
そ
の
內
容
は
科
學
的
な

も
の
か
ら
、
醫
學
・
藥
學
・
博
物
學
・
傳
承
・
禁
忌
・
呪
術
等
に
い
た
る
ま
で
、
非

常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。

（
53
）　
「
牛
哀
病
而
化
虎
、
雖

昆
而
必
噬
。
…
…
神
逵
昧
其
難
覆
兮
。
疇
克
謀
而
從

諸
。」（『
文
選
』
卷
一
五
所
收
・
張
衡
「
思
玄
賦
」）

（
54
）　

㊟（
38
）既
出

（
55
）　
「
江
陵
㊒
猛
人
。
能
化
爲
虎
。
俗
又
曰
虎
化
爲
人
。
好
著
紫
葛
衣
、
足
無
踵
。」
な

お
、『
太
平
御
覽
』
八
八
八
所
引
の
『
博
物
志
』
は
「
江
漢
㊒
貙
人
。
能
爲
虎
。
俗

云
貙
虎
化
爲
人
。
好
着
紫
葛
衣
、
其
足
無
踵
㊒
五
指
者
、
皆
貙
也
。
…
…
」
に
作
る

が
、
こ
こ
で
は
范
寧
の
校
證
に
從
っ
た
。

（
56
）　
「
宿
罪
見
譴
、
當
㊒
變
化
事
」（
吳
衟
宗
、
卷
四
二
六
所
引
『
齊
諧
記
』）、「
被
罰

爲
虎
」（
費
忠
、
卷
四
二
七
所
引
『
廣
異
記
』）、「
我
盜
寺
中
之
物
、
變
身
如
此
」（
藺

庭
雍
、
卷
四
三
一
所
引
『
錄
異
記
』）。

（
57
）　
「
忽
發
狂
、
變
爲
虎
」（
師
衟
宣
、
卷
四
二
六
所
引
『
齊
諧
記
』）、「
因
病
而
爲
虎
」

（

州
佐
史
、
卷
四
二
六
所
引
『
五
行
記
』）、「（
狂
）
病
」（
李
徵
、
卷
四
二
七
所
引

『
宣
室
志
』）。




